




























学校における法学教育機関の嚆矢は、前述の通り、明治四年に設置された司法省法学校（設立当初 名称 「明法寮」 ）と言われているが、この学校は、日本が近代国家として西欧諸国に肩を並べるために不可欠な司法制度の確立や法典制定を担う人材の育成を目的に設立された。官僚養成と言ってよい。このように法学教育に限らず、教育機関の設立目的は、時期や場所、学校形態によって大きく異なる。だからこそ各地域における個別研究が重要なのである。　
そこで、本稿では、明治一五年三月から同一九年一一月にかけ
て、徳富蘇峰が開いてい 私塾・大江義塾における法 教育の意義について考えることとする。大江義塾 ついては、花立三郎氏をはじめ、多くの先行研究があり、資料集も刊行され いる
４。これま






























































































































































































































































末、東京から郷里・熊本に戻った蘇峰は、 「別に定りたる職業もなく、家に在つては読書をなし、若くは家事の手伝をなし」ている状況で、 「父と与に共立学舎 赴き議論をするのが、その日の仕事のやうであつた」
⓳。何を教えていたかは不明であるが、自伝に「予




































































































































































































































































































































ると、学科には政治・経済・法律・修身・歴史・文学・算術・理科と八科が書かれ いるが、法律の欄には科目が書かれて ない。このこ を法律科の閉鎖ととるのであれば、大江義塾における法学教育はわずか一年ほどで姿を消したことになるの ある。　
もう一点、それを示すものが出席簿である。大江義塾には明治一
九年の出席簿が残っており、そこには生徒が履修した科目名れている。そこには、法律科に関する科目が「自由原論」ぐらいしか見当たらない。しかも「自由原論」は政治科の科目 も考えられ、そうであるならば、同年には一切 行われなかったという と
になる。大江義塾において法学教育はどのような意味を持っていたのか、熊本地域におけるその他の法学教育とあわせて改めて考えみる必要があるだろう。５．大江義塾におけ 法学教育の特徴　
ここでは、カリキュラムから大江義塾の法学教育の特徴を考えて




























修を義務づけているのが「代数」 「幾何」 「三角術」である。これは他の法律教育機関でほとんど見ることができない。大江義塾の特徴の一つと言えるだろう。ここにも算術を重要視して る蘇峰の教育方針を見て れる。　
明治一八年に規則を改正した際、入学者の学力に「算術ハ粗分数
比例ノ一斑ヲ窺ヒ」と課したことはすで 述べ 通りである。カリキュラムを見れば、その理由は一目瞭然であった。　
では、 「代数」 「幾何」 「三角術」は 算術教育 なかでどのよう























































































































































規模の大小はあったにせよ、法学教育を含む法学普及活動を行おうとしていた人々がいたことは間違い い事実である。本稿では徳富蘇峰が創立し 大江義塾を中心にその意図（実態と言えるかどうかは不明）を見てきた。研究ノートであるため、数多くの今後の課題を提示することになっ が、最大の問題は 当該期の法学教育や法学普及活動がどのように受け入れられたか、もしくは受け入れられなかったのか、であろう。需容はあったのか、と言い換えても良い。その点、大江義塾の法学教育が熊本の若者たちに受け入れられたとは言い難い状況であ が確認できた。　
花立氏の研究
㊽による塾生の卒業後の進路を見てみると、東京専









立の場合は 言人をめざす若者たちに対する教育を行う学校がほとんどで、自由民権運動との関 りが薄くなっていく時期でもあった。その意味で大江義塾と自由民権運動との関わり、そ て法学教育の意義を改めて考えていく必要があるだろう。　
近年、大江義塾の研究については、花立氏の研究 らもう一歩進











































































































































































































































































































お、中川壽之「九州地方の 律学校」 （前掲書）に明治前期の熊本地方において法学教育が行われていた学校の一覧が掲載されている。51 石倉和佳「徳富猪一郎と阿部充家
－ 大江義塾を中心として
－ 」
（ 『熊本史学
　
第九九号』熊本史学会
　
二〇一八）
